
基本方針 主　要　な　施　策 県決算予定額

（条例第２条） （条例第７～16条） （千円）
○ 都市と農村との交流拡大

　・ こころ高まる農山漁村感動体験創出事業         2,295千円

　・ 盛岡地域農村移住促進モデル事業   　　　     　 406千円

○ 首都圏等の方を中心としたＵ・Iターンでの定住及び交流の促進

  ・ いわて復興応援隊活動推進事業                39,810千円

  ・ いわて定住・交流促進事業                    27,090千円

○ 学校、地域の食育活動の支援
  ・ 学校、地域の食育活動の支援　　　　　　　 　　       －
○ 新規就農者の確保による農地の利用促進
  ・ 新規就農総合対策事業 　                 　   6,468千円
〇 中山間地域の集落モデルの育成
  ・ 釜石地域中山間集落育成モデル事業　　         1,585千円
○ 郷土芸能の保存・伝承活動への支援

  ・ いわての民俗芸能活性化交流促進事業費         4,343千円

○ 農村コミュニティ強化の支援

  ・ 中山間地農業農村活性化推進対策事業  　　　　 1,850千円

○ 観光と農林漁業の連携

　・ いわて観光キャンペーン推進協議会負担金　　　13,803千円

○ 農畜産物の高付加価値化

  ・ 6次化商品開発販売支援事業　 　                 245千円

○ 地域の推進リーダーの掘り起こし、資質向上
  ・ 幸せ創る女性農林漁業者育成事業            　 5,716千円
  ・ いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業   　 10,617千円
　・ 中山間ふるさと・水と土保全対策事業　　　　　12,104千円
○ 農業経営体、新規就農者、女性農業者の確保・育成
  ・ 農業担い手チャレンジ支援事業         　　 　　 483千円
○ 「結い」の精神の普及啓発、条例の趣旨の周知

　・ ホームページ、県広報誌、表彰等を通じた情報発信　    －

○ 農地・農業用水等、地域資源の保全
　・ アドプト協定（施設管理協定）締結の拡大　  　　　　　－
○ その他農村の活性化に関する施策
  ・ 中山間地域等直接支払事業　　 　 3,614,374千円（交付額）
　・ 農地維持支払交付金　    　      2,152,200千円（交付額）
　・ 資源向上支払事業　　　　　    　2,360,476千円（交付額）

38 8,379,396
※上記事業は、主な事業を記載しているため、上記事業費の計と県決算予定額
は必ずしも一致しない。

【別添】令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策（総括）

事業数 主　な　事　業

１　交流の促進 ７条　地域間及び世代間の交流の促進 7 80,741

２　農村生活の体験の機会
の拡充

８条　子どもの農村生活の体験の機会の拡充 2 -

９条　農地の利用機会の拡大 2 8,053

10条　農村行事に関する活動の促進 5 7,706

計 9 15,759

３ 人材の育成、関係団体
との連携

11条　県民の取組の表彰 3 819

12条　関連産業との連携 5 14,667

-

16条　その他農村の活性化に関する施策 5 8,233,720

13条　人材等の育成 7 33,690

計 15 49,176

計 7 8,233,720

合　　　　　計

４　その他普及啓発

14条　結いの精神に関する情報の発信 1 -

15条　多面的機能に関する県民の理解の促進 1



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）

第7条
地域間及び世
代間の交流の
促進

○　都市と農村と
の交流拡大

○　岩手県グリーン・ツーリズ
ム推進協議会（継続）

- １　情報交換会の開催
２　体験インストラクター等の登録及び共有・活用
３　情報の発信

農業振興課

○　こころ高まる農山漁村感動
体験創出事業（継続）

2,295 １　多様な旅行者ニーズに対応できる実践者の確保・育成に向けた研修会の実施
２　「農山漁村体験」受入等の事例共有と、先進事例調査の実施
３　県外誘致説明会でのＰＲの実施（東京都）

農業振興課

〇　盛岡地域田園回帰支援事業
（地域経営推進費・新規）

406 １　市町と連携したイベント開催や関係機関と連携した情報発信により移住促進を図る。
　(1) 認知度向上のための相談会（オンライン・対面）の開催（10月29日、12月３日）
　(2) 雫石町主催の「転入者応援カフェ」開催支援（２月23日、21人）
　(3) 地域の魅力アップのためのラベンダー試験ほ場の設置（4月～11月）

盛岡広域振興局
農政部

○　首都圏等の方
を中心としたU・I
ターンでの定住及
び交流の促進

○　いわて復興応援隊活動推進
事業（継続）

39,810 １　県内外からの人材を受入れ、被災地の復興や地域振興に従事させることにより、コミュ
ニティの再構築や地域の活性化を図るとともに、将来の人材定着につなげる。

地域振興室

○　地域おこし協力隊活動支援
事業費（新規）

2,538 １　地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ等を核としたネットワークと連携し、地域づくりの新たな
担い手である地域おこし協力隊の受入拡大、活動支援及び任期終了後の定着を促進する取組
を実施する。

地域振興室

○　関係人口創出・拡大事業費
（新規）

8,602 １　地域と多様に関わる関係人口の創出・拡大を図るため、複業や地域課題解決を通じた岩
手と関わりを深める取組の展開や、市町村と連携した情報発信等を実施する。

地域振興室

○　いわて移住・交流促進事業
費（継続）

27,090 １　市町村や関係団体を対象としてシンポジウムの開催
２　県外の移住希望者を対象とした県主催移住フェア、セミナーの開催
３　移住ポータルサイトやＳＮＳを活用した情報発信の実施　など

定住推進・雇用
労働室

計  7事業 80,741

条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第8条
子どもの農村
生活の体験機
会の拡充

○　小中学校等に
おける農林水産業
体験学習の支援

○　小中学校等における農林水
産業体験学習の支援（継続）

- １　農林水産業に対する理解の増進を図るため、インストラクター等の派遣・紹介、見学・
研修等の受入などを支援する。

農林水産企画室

○　学校、地域の
食育活動の支援

○　学校、地域の食育活動の支
援（継続）

- １　牛の育て方などを紹介する食育チラシを作成し、県内の牛肉提供学校へ配布した。な
お、チラシはHPでも公開。

流通課

- １　食育推進及びごはん食の啓発活動の支援
　小学校等での給食での「金色の風・銀河のしずく試食会」等の開催支援

流通課

計  2事業 -

第9条
農地の利用機
会の拡大

○　新規就農者の
確保による農地の
利用促進

○　新規就農総合対策事業（継
続）

6,468 １　新規就農相談活動の中心的な役割を担う専属職員を配置し、新規就農希望者に対する就
農支援情報の発信や就農相談活動を実施するとともに、就農に必要な知識・技術等について
経営発展段階に応じた研修等を実施。

農業普及技術課

〇　中山間地域の
集落モデルの育成

〇　釜石地域中山間集落育成モ
デル事業（継続）

1,585 １　低利用農地の活用・維持に向けた技術実証
　(1) 水田放牧（肉用牛）の経営実証
　(2) スマート農業機械等を活用した農地管理作業の省力化実証
　(3) 省力品目の作付実証
２　中山間農業を支える多様な担い手育成
　(1) 集落営農組織の設立支援
　(2) かまいし・おおつち農業入門塾の開催

沿岸局農林部

計  2事業 8,053

・第8条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　　岩手県グリーン・ツーリズム推進協議会【7条】、こころ高まる農山漁村感動体験創出事業【7条】



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第10条
農村行事に関
する活動の促
進

○　郷土芸能の保
存・伝承活動への
支援

○　いわての民俗芸能活性化交
流促進事業費（継続）

4,343 １　令和４年度岩手県民俗芸能フェスティバルの開催
　民俗芸能の保存伝承に意欲的に取り組む団体の日頃の活動成果を広く県民に発表し、県民
の民俗芸能に対する理解と認識を深めてもらうためフェスティバルを開催。（開催日:12月3
日（土）、会場:岩手県民会館）

２　民俗芸能を通じた若い世代の交流推進
　県外からの刺激を受けることにより、民俗芸能に携わる若い世代の誇りや意欲を高め、活
動の更なる活発化につなげるため、首都圏で民俗芸能に取り組む団体と本県の民俗芸能団体
との交流の機会を創出。（他県団体を上記１の県民俗芸能フェスティバルに招聘）

文化振興課

○　文化芸術イベント等映像配
信事業費（新規）

892 １　岩手県民俗芸能フェスティバルの映像配信事業
　岩手県民俗芸能フェスティバル上演の映像配信を実施。

文化振興課

○　民俗芸能伝承促進事業費
（新規）

482 １　第64回北海道・東北ブロック民俗芸能大会の開催
　北海道・東北地区に伝承されている民俗芸能の保存伝承や文化財の公開による地域振興等
を図るため、民俗芸能大会を開催（青森県三沢市内で10月16日に開催。（令和２年度、３年
度は、新型コロナウイルス感染症の影響で延期されたもの。））

文化振興課

○　農村コミュニ
ティ強化の支援

○　中山間地農業農村活性推進
対策事業[いわて中山間地域い
きいき暮らし活動支援事業]
（継続）

1,850 １　地域資源を活用した商品開発や都市住民との交流活動など、中山間地域において実施す
る地域ビジョンの実現に向けたモデル的な取組を支援する。

農業振興課

○　魅力ある農業農村づくり活
動支援事業（地域経営推進費・
継続）

139 １　集落ぐるみの取組のきっかけを作るため、地域活性化等の取組を支援する。
　(1) 地域活性化に取り組むグループへの補助（久慈１件）
　(2) 地域づくり研修会の開催（１回）

県北広域振興局
農政部・二戸農
林振興センター

計  5事業 7,706

・第10条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　　幸せ創る女性農林漁業者育成事業【13条】



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第11条
県民の取組の
表彰

○　表彰事業の実
施

○　表彰事業の実施（実施主
体：いわて農林水産振興協議
会）（継続）

- １　農山漁村に住む人々の創意と工夫によって、活力とうるおいにあふれた「むらづくり」
に取り組んでいる集落、組織等を表彰する。

農林水産企画室

○　中山間地域等直接支払事業
（県推進事業・継続）

774 １　いわて中山間賞の表彰
　中山間地域において、地域の個性を生かした活性化の取組を行い、成果を上げている集落
等に対して賞を授与するとともに、その取組を広く紹介することにより、他地域への波及を
図る。

農業振興課

○　資源向上支払事業（県推進
事業・継続）

45 １　岩手県農地・水環境保全向上活動モデル賞の表彰
　多面的機能支払活動を行う組織のうち、県内の優れた活動を顕彰するとともに、その効果
と必要性を広く県民に紹介。

農村建設課

計  3事業 819

第12条
関連産業との
連携

○ 観光と農林漁
業の連携

○　いわて観光キャンペーン推
進協議会負担金(継続)

13,803 １　北東北三県大型観光キャンペーンの展開
　(1) 広報媒体による情報発信
　(2) イベント等による情報発信
　(3) スタンプラリー実施等による周遊促進
　(4) 受入態勢の整備

２　１以外の宣伝・誘客事業
　(1) 広報媒体による情報発信
　(2) イベント等による情報発信
　(3) 冬季誘客キャンペーンの展開
　(4) 東北域内での誘客・周遊促進
　(5) 航空会社と連携した誘客促進

３　１・２以外の受入態勢整備事業
　(1) 観光誘致説明会の開催
　(2) インバウンド推進部会を通じた誘客支援
　(3) わんこきょうだいを活用した観光ＰＲの展開

観光・プロモー
ション室

○　もりおか広域連携魅力づく
り推進事業費（一部新規）

229 １　農家民宿・観光農園等を生かしたファームステイの受入れ態勢整備
　(1) 農家民宿・レストラン等を対象とした外国人観光客の受入れセミナーの開催（２月６
日、20人）
　(2) インバウンド対応「食のおもてなし」セミナーの開催（３月23日、23人）

盛岡広域振興局
農政部



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第12条
関連産業との
連携

○ ６次産業化等
の取組啓発・実践

○　御所野遺跡等をテーマにし
た産直の商品開発等支援事業
（地域経営推進費・継続）

170 １　御所野遺跡等をテーマとした産直の商品開発等支援
　(1) 県外の縄文遺跡や産地直売所等の事例調査の実施
　(2) 商品開発・改良の実践に必要なスキルを習得する研修会の開催
　(3) 各産直における課題解決に向けた相談会の開催

県北広域振興局
農政部二戸農林
振興センター・
二戸農業改良普
及センター

○ 農畜産物の高
付加価値化

○　6次化商品開発販売支援事
業（地域経営推進費・継続）

245 １　重点支援対象者の選定と支援体制の構築による6次産業化モデルの育成支援
２　産直施設の経営者、運営者向け「いわて県南圏域after/withコロナ産直セミナー」の開
催
３　農業ビジネスの多角化と地域ブランド化に取組む先進事例の調査（青森県）
４　６次化商品開発、食産業関係職員の専門スキルアップ研修の実施

県南広域振興局
農政部、花巻農
林振興セン
ター、一関農林
振興センター、
遠野農林振興セ
ンター、中部農
業改良普及セン
ター、奥州農業
改良普及セン
ター、一関農業
改良普及セン
ター

○　宮古地域産地直売パワー
アップ事業（地域経営推進費・
新規）

220 １　産直情報の広域発信や産直の経営改善支援等に取り組み、新たな顧客確保、販売額の拡
大を図る。
　(1)　産直情報発信の強化
       宮古地域の産直MAPを作成し、県内の集客施設や大都市圏のアンテナショップ、県
　　 内道の駅等に設置し、PR。
　(2)　産直の魅力アップ支援
　　　 専門家の調査・指導を踏まえ、２産直で経営改善計画を作成。次年度実践を支援予
　　 定。
　(3)　三陸沿岸道路を活用した沿線産直間の特産品等の流通
　　　 三沿道沿線の３産直で１カ月間、特産品等の相互交流を試行。

宮古農林振興セ
ンター

計  5事業 14,667

・第12条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　岩手県グリーン・ツーリズム推進協議会【7条】、こころ高まる農山漁村感動体験創出事業【7条】



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第13条
人材等の育成

○　地域の推進
リーダーの掘り起
こし、資質向上

○ 幸せ創る女性農林漁業者育
成事業（継続）

5,716 １　本県農林水産業をけん引する女性農林漁業者を育成するため、女性が活躍しやすい環境
づくりやネットワークづくり、家族経営協定の締結、「食の匠」による地域食文化の伝承活
動などの取組を推進する。

農林水産企画室
/農業普及技術
課

○ いわて高校魅力化・ふるさ
と創生推進事業(探究共創事
業）

10,617 １　生徒の社会人・職業人としての自立と生徒一人ひとりの希望する進路の実現を図るとと
もに、郷土への誇りと愛着、社会への当事者意識等を醸成することで本県の特色ある産業・
文化等の将来を担う人材を育成するため、高校と自治体や地元企業・大学等が協働して地域
や地域産業の持つ魅力や課題等に触れながら探究的に学ぶ機会を共創する魅力ある学校づく
りへの取組を支援する。
 (1) 地域等の関係機関と連携・協働した探究的な学びの推進
 (2) 地元小・中学校等との連携・接続強化、取組発信
 (3) コンソーシアムの設置

学校教育室

○　中山間地農業農村活性化推
進対策事業[リーダーや組織な
どひとの育成と支援]（継続）

513 １　集落内の意見を取りまとめる際の進行管理や取りまとめ手法を学ぶファシリテーター研
修会等の開催により、集落リーダー等の育成を支援する。

農業振興課

○　いわてアグリフロンティア
スクール運営協議会負担金（継
続）

3,500 １　岩手大学・JAいわてグループと連携して実施している「いわてアグリフロンティアス
クール」に地域リーダーの育成に関する講座を開設し、地域の合意形成手法や地域ビジネス
の企画・提案能力などの習得を支援する。

農業振興課

○ 中山間ふるさと・水と土保
全対策事業（継続）

12,104 １　農地・農業用水を保全するための地域活動の推進に関する指導を行う「中山間ふるさと
水と土指導員」を育成するとともに、地域資源を活かした農業・農村の活性化に係る地域活
動に関する地域リーダーの育成を支援する。

農村建設課

○　地域のリー
ダーの育成

○　企業的農業経営等発展支援
事業（地域経営推進費・新規）

757 １　企業的経営体の育成
（１） 企業的経営体育成者の掘起しと伴走型重点支援の継続
（２） 若手企業経営者等の経営改善意識の向上･経営発展のための研修会・意見交換会の開
催
２　集落営農組織の法人化及び経営の高度化
（１） 集落営農組織の法人化や法人化後の経営発展段階に応じた個別指導
（２） 発展段階に応じた集落営農法人の課題の共有・解決を図る研修会・情報交換会の開催
（３） 隣接する法人連携を促す“ゆるやか連携モデル（３法人×３年）”の実践誘導

県南広域振興局
農政部、花巻農
林振興セン
ター、一関農林
振興センター、
遠野農林振興セ
ンター、中央農
業改良普及セン
ター、奥州農業
改良普及セン
ター、一関農業
改良普及セン
ター



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第13条
人材等の育成

○ 農業経営体、
新規就農者、女性
農業者の確保・育
成

○ 農業担い手チャレンジ支援
事業（地域経営推進費・継続）

483 １　担い手の確保・育成のため、担い手の経営改善等の取組を支援
　(1) 園芸栽培へのICT等新技術導入
　(2) シニア世代の品目導入等

県北広域振興局
農政部・二戸農
林振興セン
ター・久慈農業
改良普及セン
ター・二戸農業
改良普及セン
ター

計  7事業 33,690

第14条
結いの精神に
関する情報の
発信

○　「結い」の精
神の普及啓発、
「農村の活性化に
関する条例」の趣
旨の周知

○　「農村活性化条例」に係る
情報の発信（継続）

- １　ホームページ等を通じた情報発信を行う 農村計画課

計  1事業 -

第15条
多面的機能に
関する県民の
理解の促進

○ 農地・農業用
水等、地域資源の
保全

○ アドプト協定（施設管理協
定）締結の拡大（継続）

- １　アドプト活動の普及啓発を図り、アドプト協定締結を促進する。 農村建設課

計  1事業 -

・第14条に関して講じる施策としては、別条に掲載する以下の事業も関連しています。
　中山間地域等直接支払事業【11条】



【別添（参考）】　令和４年度における農村の活性化に関して講じた施策
県決算予定額

（千円）
条項 施　策 事　業 事業内容 担当部署

第16条
その他農村の
活性化に関す
る施策

○ 農福連携 〇　県南地域農福連携体制強化
支援事業(地域経営推進費・継
続)

517 １　農業サイド及び福祉サイドの相互理解、普及啓発のための研修会や農作業見学会の開
催、「いわて県南圏域農福連携セミナー」の開催を通じた普及・啓発
２　R２設置の農福連携支援員の継続によるマッチング支援、既締結者へのフォローアップ
３　先進地事例調査の実施（三重県）
４　農福連携等推進支援体制の確立に向けた奥州・金ケ崎地区農福連携等担当者会議の開催

県南広域振興局
農政部、奥州農
業改良普及セン
ター、一関農林
振興センター、
保健福祉環境
部、花巻農林振
興センター

○ 中山間地域等直接支払事業
（継続）

3,614,374 １　中山間地域等直接支払事業を活用した、農業体験等の受け入れ・集落内での集団的サ
ポート体制の構築・農村景観の保全活動等を支援する。(本体分のみ)

農業振興課

○ 環境保全型農業支援対策
（継続）

106,153 １　環境保全型農業直接支払制度の周知
　(1) 担当者会議の開催（1回）
２　「地球温暖化」や「生物多様性保全」に効果の高い取組を推進
　　（取組面積：2,676ha）

農業普及技術課

○ 農地維持支払交付金（継
続）

2,152,200 農村建設課

〇 資源向上支払事業（継続） 2,360,476 農村建設課

計  5事業 8,233,720

 38事業 8,379,396

注）中山間地域等直接支払事業、 資源向上支払事業、農地維持支払交付金、環境保全型農業支援対策は活動団体への交付額を記載。

１　農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮に向け以下の取組を支援。
　(1)　農地、水路、農道等の地域資源の基礎的な保全活動を支援（農地維持支払交付金）。
　(2)　施設の軽微な補修や長寿命化、農村環境保全活動など地域資源の質的向上等を図る活
動を支援（資源向上支払交付金）。
２　成果目標76,129ha（農地維持支払交付金）

合計
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